
トラクター等農作業死亡事故
が発生しています!!

今後、次作に向け農作業機械を
使用する機会が増えてきます。
安全キャブやフレーム付の機械
を使用し、シートベルトやヘルメット
の着用を徹底しましょう。

（（社）全国農業改良普及支援協会・農作業安全リスクカルテより）

農作業中の死亡事故が発生しています。
〇トラクターで耕うん作業中に、ロータリーに巻き込まれ死亡
〇トラクターでハウスを移動する際に、鉄骨の梁へ頭をぶつけ、
頸椎骨折により死亡



【お問い合わせ】熊本県農林水産部生産経営局農業技術課
TEL 096-333-2380 FAX 096-381-8491

ポイント①

ポイント②

ポイント④

安全キャブやフレーム付きのトラ
クターを使用しましょう。

道路は、車両に対して十分な道幅
があるか、また、路肩が視認（路肩
ポール等を含む）できるかを事前
にチェックしましょう。

トラクターの安全対策のポイント

シートベルトやヘルメットを着用
しましょう。

草が繁茂する時期は、路肩が十
分わかるように管理しましょう

機械の点検・修理時には、必ずエンジンを
切りましょう。

ポイント③

衣服が運転席周りのレバー類に引っ掛か
らないよう、適切な服装を心がけましょう。

また、転倒したときに最も大事な頭部を守る、
ヘルメットを着用することも重要です。


